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父母より：ミルクや食べることが

大好きで、毎日すくすく成長して

いる透羽くん。これからも、たく

さん飲んで食べて、ぐっすり寝て、

一緒に大きくなっていこうね。
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３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・住所・生年月
日・性別・連絡先・お子さんへの
メッセージを添えて、経営戦略
課 ま た は 各 支 所
地 域 振 興 室 ま で
申 し 込 ん で く だ
さ い。郵送、メー
ル（promo@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？

高小学校 総領中学校

「主体的な学び編」

　高小学校では、「か
かわり合いながら主
体的に学ぶ授業の創
造～『わかる・できる』
を支える手立ての工
夫～」を研究主題に
掲げ、日々授業づく

りに取り組んでいます。
　複式学級では、児童が互いに協力しながら学習
を進めており、ペア学習やグループ学習では、「こ
こをこうすればいいよ」「もっと違うやり方はない
かな」「その考え方いいね！」といった声が聞かれ
ます。
　児童は、「なぜだろう」「どうしてだろう」とい
う疑問を友達と話し合いながら解決し、学ぶ楽し
さを実感しています。
　今後も、友達と関わり合いながら、「わかった！
できた！」という達成感を大切にし、学びを深め
ていきます。

　昨年度、総領中学校
では、韓国の S

セ オ ン ド
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M
ミ ド ル

iddle S
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chool とのオ
ンライン交流を実施し、
生徒たちは英語でお互
いの国や学校について
紹介し合いました。

　交流では、フリートークの時間に英語で会話を
楽しんだほか、韓国の生徒から日本語で「ありが
とうございました」や「がんばれ」と声を掛けられ
る場面もあり、生徒たちは交流の喜びを感じてい
ました。
　活動を通して、生徒たちは事前準備の大切さや、
学んだことを実際に生かす場面の重要性、相手を
意識して対話や表現をすることの大切さを学びま
した。普段の授業や学校生活にもつながる、貴重
な体験となっています。
　本年度も引き続き、オンラインによる英語交流
を予定しています。
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iece ソフトボールクラブ

がんばれ！

　Three Piece ソフトボールクラブは、令和６年に発足し、県北地域で
ソフトボールを続けられる環境づくりを目指し、「やりたいのにできない」
子どもたちの受け皿として活動しています。
　チーム名の “ Three Piece ” には、
▪仲間と調和しリスペクトし合う「平和のピース」
▪一人一人の個性が集まってチームになる「パズルのピース」
▪最後にみんなで勝利を分かち合う「V サインのピース」　
という、３つの “ ピース ” への思いが込められています。
　現在は中学生・小学生（ジュニアの部）合わせて 18 人が在籍し、
技術向上だけでなく、礼儀やチームワークも大切にしながら、楽しく
真剣に練習に励んでいます。
　練習は毎週火曜日の夜と土曜日の午前中に、主に庄原中学校グラウンド
で行っています。
　体験・見学は随時受
け 付 け て い ま す の で、
興味のある人はお気軽
にお越しください！

【連絡先】
　事務局　笹田　崚真
　☎ 090-7507-0284

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

若者の声から未来を描く
「高野地域づくり未来塾」

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

地域資源を生かした高野地域の未来づくり

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、地域共創課自治振興係（☎ 0824-73-1154）まで。

　平成 22 年６月設立の「高野地域づくり未来塾」は、地域資
源を生かした高野地域の活性化に取り組んでいます。
　昨年は自治振興区連絡協議会などと連携し、「若者から考える『高
野・未来ビジョン』ワークショップ」を開催しました。
　ワークショップでは、人口減少が進む現状や、公共交通、働く場
所、買い物環境などの課題を共有。その上で、高野支所周辺を中心
とした「小さな拠点ビジョン」や、道の駅たかのを核とした「産業・
交流拠点ビジョン」を描きました。
　また、若者が求める「やわらかいインフラセブン」（美味しいコー
ヒーやパン、コワーキングスペースなど）の必要性も整理しました。
　今後は、行政などと連携しながら、ビジョンを具現化するアクシ
ョンプランの策定や実証事業や仕組みづくりを進め、若者・子育て
世代に選ばれる地域づくりを目指します。

問い合わせ
瀬尾商店　☎0824-86-2328
代表　瀬尾　二六

東小学校庄原小学校

躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　東小学校では、算
数科の授業で、単元
のゴールを友達や先
生と共有し、自分に
合った学び方を選び
ながら学習を進めて
います。

　３年生の「おもしろ筆算にチャレンジ！」では、
５桁以上の筆算問題を作り、友達に説明することを
ゴールに取り組みました。数字カードを使ったり、
タブレットで説明したりと、それぞれが工夫しなが
ら学習しました。
　また、４年生の「敷き詰め模様のプレゼント」で
は、図形の特徴を生かした模様づくりに挑戦しまし
た。「どんな図形なら敷き詰められるかな」「他の図
形でもやってみたい」と考えながら、図形の美しさ
や面白さを味わいました。
　試行錯誤しながら課題を追究することで、自ら課題
を見つけ、仲間と共に解決する力を育んでいきます。

　庄原小学校では、
「自ら学び進める児
童の育成」を目指し、
国語科を中心とした
研究を進めています。
　特に、「単元を貫
く言語活動」の充実

に取り組んでおり、第４学年の教材「こわれた千の
楽器」では、単元の学習ゴールを「１年生に向けて
音読発表会をしよう」と設定し、学習を進めました。
　１年生に物語の面白さや登場人物の気持ちが伝わ
るよう、声の大きさや読む速さ、間の取り方などを
工夫しながら、内容の読み取りを深めていきました。
　発表会後には、「緊張したけど、１年生が笑顔
で聞いてくれてうれしかった」「４年生みたいに上
手に読めるようになりたい」といった感想が聞か
れ、互いの学びにつながる発表会となりました。 
　今後も国語科で培った力を生かしながら、「自ら
伸びる・共に伸びる」学校づくりを進めていきます。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや児童生徒の活動の様子を紹介します。
教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

シリーズシリーズ
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区　分
医療給付分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

（40～64歳の人）

子ども・
子育て支援
納付金分

令和７年度 令和８年度令和８年度 令和７年度 令和８年度令和８年度 令和７年度 令和８年度令和８年度 令和８年度令和８年度

所得割の税率
（前年中の所得に応じて計算） 7.35％ 7.68％7.68％ 2.83％ 2.78％2.78％ 2.28％ 2.46％2.46％ 0.28％0.28％

均等割額
（１人当たりの負担額） 31,920円 33,800円33,800円 11,984円 12,092円12,092円 11,670円 12,630円12,630円 1,242円1,242円

世帯平等割額
（１世帯当たりの負担額） 20,440円 21,300円21,300円 7,696円 7,625円7,625円 5,656円 6,113円6,113円 785円785円

18歳以上均等割額 ー ー ー ー ー ー 70円70円

賦課限度額
（１世帯当たりの賦課額の上限） 660,000円 670,000円670,000円 260,000円 260,000円260,000円 170,000円 170,000円170,000円 30,000円30,000円

　国民健康保険は毎年、県から市町ごとに納めるべき「保険料（税）総額」および目安となる「標準保険料率」が
示されます。この「保険料（税）総額」を確保できるように、各市町が税率を算定しています。
　広島県では、県内で統一した税率（統一保険料率）にすることを目指していますが、県から示される保険料水準が
高いため、統一保険料率の実現までの期間は各市町の調整期間とされています。
　本市の保険税率も大幅な引き上げとなる状況でしたが、物価高など地域経済が厳しい情勢にあることを考慮し、

「国民健康保険財政調整基金」を活用することで、税率の急激な引き上げを抑制することとしました。
　今後も、保険料調整期間において、県が示す水準に向けて段階的に移行する調整を行っていきます。

　国民健康保険は、加入者が国民健康保険税を負担することにより、加入者の保険医療費をまかなう相互扶助の制度です。
　令和８年度から、少子化対策を社会全体で支えるための「子ども・子育て支援金制度」が開始されたことに伴い、
従来の保険料と合算して子ども・子育て支援金分をお支払いいただきます。
　本年度の国民健康保険の保険税率は表のとおりです。※保険税額の決定通知は、７月中旬ごろ世帯主宛てにお送りします。

　国民健康保険は、加入者の皆さんが病気やけがをしたときに、安心して医療を受けるための
制度です。医療費の高騰などが続けば、県全体で保険税の引き上げが必要となります。
　医療費の節約のためにも、日頃から下記の取り組みや健康づくりを心掛けましょう。

◆多剤服用を避けましょう
　多くの薬を服用していることで、副作用を起こし
たり、きちんと薬が飲めなくなったりする状態を「ポ
リファーマシー」といいます。多くの種類の薬を服
用したことで、体調に異変などを感じた場合は、医
師や薬剤師に相談してみましょう。また、「お薬手帳」
は１人１冊にまとめましょう。携帯アプリの「電子
版お薬手帳」もありますので、ご活用ください。

◆セルフメディケーションを意識しましょう
　セルフメディケーションとは、「自分自身の健康
に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てす
ること」です。健康管理や疾病予防に取り組み、軽
度な体調不良のときには、ＯＴＣ医薬品（処方箋な
しで購入できる市販薬）も使用しましょう。
※症状が改善しない場合は医療機関などに相談して
ください。

●保険税率改定の考え方●保険税率改定の考え方

●将来にわたって安定的に運営していくために●将来にわたって安定的に運営していくために

＜国民健康保険税の税率表＞

国民健康保険のお知らせ

保険税率を改定しました 市民保険課国保年金係
☎0824-73-1158

自分の健康を自分で守るため、年１回の特定健診を受け、健康状態を知りましょう！

庄原市糖尿病予防
キャラクター

「腹ハッチー」

庄原市高血圧予防
キャラクター

「ショーショー鳥」

【新設分】
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障害に関する相談窓口を紹介します
　市は、障害のある人やその家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、
生活福祉に関するさまざまな相談に応じています。
　身体障害・知的障害・精神障害についての福祉制度や、困っていること、生活上
の悩みなど、社会福祉課または各支所地域振興室へご相談ください。また、市内
の相談支援事業所や障害者相談員も相談を受けることができます。

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

■障害者相談支援事業所

■身体障害者相談員・知的障害者相談員

　障害者相談支援事業所は、障害のある人やその家族・介助者など、地域での生活や福祉に関する全般的な相談に
応じています。また、障害福祉サービスの情報提供やサービスを利用するための手続き、関係機関との連絡調整
などの支援を行っています。市内の相談支援事業所の一覧は次のとおりです。

　市が委嘱する「身体障害者相談員」「知的障害者相談員」は、身体障害や知的障害のある人のさまざまな相談に
応じています。また、市・関係機関と連携し、定期相談会も行っていますので、お気軽にご相談ください。

（直近の相談会の日程は15ページに掲載）

事業所名 住所・電話番号 主な担当地区（自治振興区別）

相談支援事業所えーる 庄原市三日市町5017番地６
☎ 0824-72-7310

障害児･者 東
障害児 東城（東城）

相扶の郷相談支援事業所 庄原市尾引町263番地２
☎ 0824-74-0611

障害児･者 山内
障害児 東城（帝釈）

ありす相談支援事業所 庄原市東城町川西1332番地５
☎ 08477-2-3121 障害児･者 東城（川東以外）

相談支援事業者ゆうき相談所 庄原市宮内町6393番地
☎ 0824-72-1233

障害児･者 庄原
障害児 東城（久代･新坂･田森）

相談支援事業所ひまり 庄原市高町1246番地
☎ 0824-72-4584

障害児･者 高･西城
障害児 東城（小奴可）

相談支援事業所くれよん 庄原市比和町比和792番地
☎ 0824-85-2300

障害児･者 北･口和・高野・比和
障害児 東城（八幡）

恵
え む

夢相談支援事業所 庄原市東城町川東152番地４
☎ 08477-2-5252 障害者 本村・峰田・東城（川東）

相談支援事業所ぽこ・あ・ぽこ 庄原市西本町四丁目540番地
☎ 090-7596-8295 障害児･者 敷信・総領

担当地区 身体障害者相談員 知的障害者相談員 問い合わせ

庄原
大
お お え

江　武
た け よ し

芳
馬

ば ば

場　和
か ず ゆ き

行
伊
い と う

藤　耕
こ う へ い

平

三
み つ ご う ち

河内　偉
い つ お

津夫
酒
さ か い

井　主
も と の り

典
社会福祉課障害者福祉係
☎ 0824-73-1210

西城 藤
ふ じ わ ら

原　和
か ず え

惠 平
ひ ら い

井　正
ま さ ず み

澄 西城支所地域振興室
☎ 0824-82-2202

東城 水
み ず な が

永　芳
よ し か

香
小

お だ

田　龍
た つ お

雄
磯
い そ か わ

川　由
ゆ み こ

美子 東城支所地域振興室
☎ 08477-2-5131

口和 宮
み や ざ き

﨑　憲
け ん じ

二 竹
た け お か

岡　伸
の ぶ え

榮 口和支所地域振興室
☎ 0824-87-2112

高野 新
し ん が い

開　篤
あ つ し

志 落
お ち た に

谷　悦
え つ み

三 高野支所地域振興室
☎ 0824-86-2115

比和 森
も り ち か

近　秋
あ き よ し

義 實
さ ね の ぶ

延　宏
ひ ろ あ き

章 比和支所地域振興室
☎ 0824-85-3001

総領 森
も り か わ

川　修
し ゅ う じ

次 宗
む ね か ね

兼　安
や す こ

子 総領支所地域振興室
☎ 0824-88-3063

　土日祝日のバス実証運行を実施していま
す。ご利用時のアンケート調査などを通じて、
バスの利便性や地域経済への効果を検証し
ます。この実証で得られるデータには、特定区
間（備後庄原駅～備中神代駅）における最適
な交通モードを検討する上での貴重な資料
となります。ぜひこの機会にご利用ください。

バス運行中バス運行中バス運行中
７７月月４４日（土）～日（土）～９９月月2727日（日）日（日）

のうち、土日祝日（31日間）のうち、土日祝日（31日間）
７月４日（土）～９月27日（日）

道の駅 鯉が窪道の駅 鯉が窪道の駅 鯉が窪

新見駅新見駅新見駅

親子孫水車親子孫水車親子孫水車

休日の観光
利用向け
休日の観光
利用向け
休日の観光
利用向け

のうち、土日祝日（31日間）

実施
期間

野馳駅野馳駅野馳駅

道の駅 
遊YOUさろん東城
道の駅 
遊YOUさろん東城
道の駅 
遊YOUさろん東城

東城駅東城駅東城駅

備後落合駅備後落合駅備後落合駅

備後庄原駅備後庄原駅備後庄原駅

小奴可駅小奴可駅小奴可駅

グリーン
フィールド西城
グリーン
フィールド西城
グリーン
フィールド西城

備後西城駅備後西城駅備後西城駅

芸備
線沿線を

ぐるっと満喫！

新見～備後庄原を巡る休日バス実証運行

停車時間で
観光や買い物が
できます♪

詳しい時刻表や
運行に関する
情報はコチラから！

親子孫水車親子孫水車親子孫水車

停車
時間５分

突如現れる日本一の
「親子孫水車」

野馳駅野馳駅野馳駅

停車
時間５分

昭和の面影を残す
芸備線の木造駅舎

東城駅東城駅東城駅

停車
時間５分

城下町と大自然が
交錯するレトロ駅

備後西城駅備後西城駅備後西城駅

停車
時間５分

自然と歴史を感じる
 西城の拠点駅

新見駅新見駅新見駅
新見市の玄関口
昭和３年開設！

道の駅 鯉が窪道の駅 鯉が窪道の駅 鯉が窪
地域の特産品が
ずらりと並ぶ道の駅！

道の駅 遊YOUさろん東城道の駅 遊YOUさろん東城道の駅 遊YOUさろん東城
東城町のお土産、
地酒など豊富な品揃え

小奴可駅小奴可駅小奴可駅

停車
時間５分

素朴な趣とのどかな
佇まいの駅

グリーンフィールド西城グリーンフィールド西城グリーンフィールド西城
20種類以上の
フレーバーを味わえる
ジェラート屋さん

備後庄原駅備後庄原駅備後庄原駅
庄原旅の起点となる
玄関口

停車
時間10分

停車
時間10分

乗継ポイント

0824－73－1171
（地域交通課芸備線対策係）

備後落合駅備後落合駅備後落合駅
秘境感がただよう
山あいの風情ある駅

乗継ポイント

石田タクシー
（0824－72－1181）

（0866－48－9111）
備北バス

運　賃運　賃 ※現金のみ支払い可能

500

備後庄原駅

備後西城駅前

備後落合駅前

小奴可駅前

東城駅前

グリーン
フィールド西城

道の駅遊YOU
さろん東城

野馳駅前

道の駅
鯉が窪前

親子孫水車前

新見駅

●小学生以下および障害者手帳をお持ちの人は無料です。
●並行するJR芸備線の同区間の定期券・切符・企画乗車券
　などをお持ちの人は、定期券・切符・企画乗車券などによ
　り実証運行バスに乗車することができます。

500

1500

1000
1000

1000
単位：円
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ご
自
宅
で
授
乳
や
育
児

に
関
す
る
相
談
な
ど
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
や
助
産
所
な
ど

へ
行
き
、お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
子
育
て
の
困

り
ご
と
を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
や
助
産
所
な
ど

に
宿
泊
し
、体
を
休
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。助
産
師
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
24
時
間
体
制
で
待
機
し
て
い
る
の
で

安
心
で
す
。

ほのぼのネット助産師から
「産後ケア事業」を紹介します

　

産
後
の
女
性
は
出
産
を
経
て
、

心
と
体
に
大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
す
。

　

新
し
い
命
を
育
て
る
喜
び
と

と
も
に
、育
児
に
戸
惑
い
、寝
不

足
で
疲
れ
が
た
ま
っ
た
り
、気
分

が
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
母
さ
ん
自
身
が
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、赤
ち
ゃ

ん
や
家
族
の
健
康
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

産
後
ケ
ア
を
利
用
し
、赤
ち
ゃ

ん
と
の
生
活
に
少
し
ず
つ
慣
れ

て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

受 付

帰 宅

●お悩み相談

●スタッフと一緒にお昼ご飯

●赤ちゃんは助産師さんがお預かりして
　お母さんはお休みタイム

●お母さんはゆっくり入浴

10：00

12：00

15：00

17：00

※個人で流れは違います。
　利用前に事前打ち合わせもできます。
※医療機関などによって受付・帰宅時間などが
　異なります。

ほのぼのネット　☎0824‐73‐0051

サ
ポ
ー
ト
内
容

訪
問
型

宿
泊
型

日
帰
り
型

●
対
象
者

本
市
に
住
所
が
あ
る
産
後
１
年
未

満
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

●
申
し
込
み
方
法

　

利
用
希
望
者
は
、子
育
て
応
援

課（
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
）ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室
へ
利
用
申

請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト（
本
庁
舎
２
階
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

（
日
帰
り
型
利
用
産
婦
）

　

寝
不
足
で
疲
れ
が
溜

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

助
産
師
さ
ん
に
見
て
も

ら
う
こ
と
で
、安
心
し

て
寝
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く

り
と
食
事
や
入
浴
が
で

き
、育
児
の
相
談
も
で

き
て
、す
ご
く
良
か
っ

た
で
す
。

利用者の
声

庄原市産後ケア事業

利用方法の詳細や申請書はこちら

１日の流れ（日帰り型の例）

もくよく
●月齢の小さい
　赤ちゃんは沐浴

令和８年広島県夏の交通安全運動

　子どもから高齢者まで、みんなで交通ルールを守り、交通事故をゼロにしましょう。

７月11日（土）から７月20日（月）までの10日間

ア　歩行者の安全な通行の確保
イ　高齢者の交通事故防止
ウ　飲酒運転を始めとする危険運転の根絶
エ　自転車などの安全利用の推進

応募方法（警察官・警察行政職員共通）
　インターネット「広島県職員採用試験ポータル」のマイページから行います。
　詳しい申込方法、受験資格、試験日程などについては、受験案内や県警ホーム
ページをご覧ください。
※受験案内は広島県庁、広島県警察本部、広島県内の警察署、交番、駐在所などで
　配布しています。

01

令和8年度第2回警察官採用試験および警察行政職員試験（高校卒業程度）02

運動期間1

「譲り合い　ハンドル越しの　思いやり」スローガン2

運動の重点ポイント3

７月１日（水）～８月26日（水） 17時まで受付期間1

平成３年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた者

第一次試験　９月20日（日）
第二次試験　10月10日（土）～10月11日（日）のうち指定する日
第三次試験　11月12日（木）～11月18日（水）のうち指定する日
※資格加点制度など詳しくは受験案内をご覧ください。

受験資格2

試験日程3

警察官

７月１日（水）～９月９日（水）17時まで受付期間1

平成17年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた者
※詳しい受験資格は受験案内をご覧ください。

第一次試験　９月27日（日）
第二次試験　10月22日（木）～10月30日（金）のうち指定する日

受験資格2

試験日程3

警察行政職員（高校卒業程度）

広島県警察
ホームページ

庄原警察署　☎0824-72-0110
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経営戦略課シティプロモーション係  ☎ 0824-73-1159●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

　林業振興課林業振興係☎0824-73-1124

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

テ
ゴ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
佐
々
木
で
す
。

　

今
回
は
、本
市
で
被
害
の
多
い
、

イ
ノ
シ
シ
の
水
稲
被
害
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

７・８
月
は
対
策
の
見
直
し
を

　

７
月
に
入
り
、
稲
穂
が
乳
熟

期
を
迎
え
る
と
、
水
稲
被
害
が

増
加
し
ま
す
。
被
害
が
出
る
前

に
対
策
を
強
化
し
て
、
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

草
刈
り
で
対
策
効
果
ア
ッ
プ

　

イ
ノ
シ
シ
は
と
て
も
臆
病
な

性
格
の
た
め
、
体
が
丸
見
え
に

な
る
開
け
た
場
所
や
環
境
の
変

化
を
嫌
が
り
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
周
辺
の
草
刈
り
を
す
る

と
、
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
山
際
か
ら
草
刈
り
機

を
１
振
り
、
で
き
れ
ば
２
振
り
分

の
幅
で
刈
り
ま
し
ょ
う
。

今
の
う
ち
に
柵
の
点
検
を

　

被
害
の
少
な
い
こ
の
時
期
に
柵

の
点
検
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

外
周
を
ぐ
る
り
と
回
り
、
突
破

さ
れ
て
い
な
い
か
、
草
で
覆
わ
れ

て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
柵
で
は
、
柵
線
が
高
す
ぎ

る
と
下
を
く
ぐ
っ
て
侵
入
さ
れ
ま

す
。
斜
面
や
凸
凹
し
た
場
所
は
、

支
柱
を
追
加
し
て
一
定
の
高
さ
を

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
イ
ノ
シ
シ
の
場
合
、
地
面
か
ら

　

20
セ
ン
チ
間
隔
で
２
段

　

電
圧
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
。

最
低
で
も
４
千
ボ
ル
ト
以
上
で
あ

れ
ば
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
で
は
、

地
面
と
の
隙
間
が
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
地
際
が
弱
い
箇
所
は

ハ
ウ
ス
パ
イ
プ
や
竹
な
ど
を
這
わ

せ
て
補
強
し
て
く
だ
さ
い
。
グ
ラ

グ
ラ
し
て
い
る
場
合
は
、
し
っ
か

り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
お
困

り
の
際
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　　てごーす日誌 in 庄原　水稲被害を食い止めよう！不定期不定期

連載中連載中

広島広域都市圏での交流活動を応援します！

政策企画課企画調整係☎0824-73-1209

公
共
交
通
を
利
用
し
た
　
　

地
域
交
流
活
動
へ
の
補
助
制
度

　

本
市
が
加
入
し
た
広
島
広
域
都

市
圏
で
は
、
圏
内
の
交
通
利
用
促

進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
目
的
に
、
地
域
団
体
な
ど
が

公
共
交
通
な
ど
を
利
用
し
て
行
う

交
流
活
動
に
対
し
、
経
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
域
と
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト

出
展
、
地
域
資
源
の
視
察
な
ど
、

地
域
を
元
気
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、広
島
広
域
都
市
圏
で
は
、

松
山
圏
域
と
の
相
互
連
携
も
進
め

て
お
り
、
松
山
圏
域
内
を
目
的
地

と
し
た
活
動
も
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
団
体

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
団
体

①
広
島
広
域
都
市
圏
内
に
所
在
す

る
地
域
活
動
団
体

（
町
内
会
、
子
ど
も
会
、
地
域
運

営
組
織
な
ど
）

②
広
島
広
域
都
市
圏
に
所
在
す
る

産
業
関
連
団
体
（
商
店
街
、農
協
、

事
業
組
合
な
ど
）

※
い
ず
れ
も
、
呉
市
に
所
在
す
る

団
体
を
除
き
ま
す
。

※
産
業
関
連
団
体
の
場
合
、
団
体

職
員
の
み
が
参
加
す
る
事
業
は
、

補
助
対
象
外
と
し
ま
す
。

主
な
条
件

①
地
域
住
民
や
事
業
者
が
団
体
の

　

構
成
員
の
過
半
数
の
占
め
て
い

　

る
こ
と

②
団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
程

　
（
規
約
、
会
則
、
定
款
な
ど
）

　

を
設
け
て
い
る
こ
と

③
②
の
規
定
に
お
い
て
、
地
域
の

　

維
持
や
課
題
解
決
、
活
性
化
な

　

ど
に
つ
な
が
る
地
域
活
動
を
行

　

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

こ
と

　

本
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
協
議
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

世界的に最も権威あるワインコンテストでトロフィーを獲得
　IWC2026「SAKE部門」審査会・受賞発表会・5/18 ～ 22

　世界最大級の酒類審査会であるIWC2026「SAKE 部
門」の審査会が広島県で開催され、本市の酒造会社であ
る花

はなよい

酔酒造㈱の『花モ酔ウ 長期熟成純米酒 1988 年醸
造』が、古酒部門で広島古酒トロフィーを獲得しました。
　IWC（インターナショナル・ワイン・チャレンジ）審査
会は、1984 年に設立された世界的に最も権威のあるワ
インコンテストの一つで、2007 年に新たにSAKE 部門
が設立され、日本国内外で行われるSAKE 審査会で最大
かつ最も影響力のあるイベントとされています。
　本審査会では、日本酒11 部門に過去最高となる
1738 銘柄が出品され、21 カ国から集まった審査員70
人が、４日間にわたる審査を行い、各部門の金・銀・銅

№１

賞と大会推奨酒が選定されました。
　金賞を獲得した中で特に優れたものに「トロフィー」
が贈られ、同酒造の出品酒は、最高賞にはわずかに及ば
なかったものの、トロフィー受賞酒と産地が異なる次
席の出品酒に授与される賞「リージョナルトロフィー
( 県名トロフィー／地名トロフィー)」を受賞しまし
た。
　広島古酒トロフィーを受賞した花酔酒造㈱代表取締
役の谷

た に も と

本淳
じゅんいち

一さんは「30 歳の頃に古酒の魅力を知り、
自分でも造ってみたいと純米酒づくりに挑戦した。こ
のような素晴らしい賞をいただけて感無量だ」と笑顔
で話しました。

▲受賞した古酒を持つ谷本さん▲国内外から集まった審査員が香りや味わいなどを丁寧に審査
写真提供：入

い り え

江啓
けいすけ

祐さん

日本古来の製鉄法を体験
　古代たたら鉄づくり体験・5/9～ 10

　国営備北丘陵公園で「古代たたら鉄づくり体験」が
開催され、約140 人が参加しました。
　たたら製鉄は、粘土で築いた炉

ろ

で大量の木炭を燃焼
させ、砂鉄を投じ、純度の高い鉄を作り出す製鉄法で、
日本刀の原材料である純度の高い鉄「玉

たまはがね

鋼」を作り出
すことができる、世界でも貴重な製鉄法です。
　当日は「日

に っ と う ほ

刀保たたら」の皆さんの指導の下、２日間
にわたり体験会が行われ、参加者は炉の構築や乾燥、炉
に木炭や砂鉄を入れる作業、昔ながらのふいごによる送
風を体験。約10 時間の操業後、最後に炉を崩して出来上
がった玉鋼の原材料となる鉄の塊「鉧

けら

」が取り出される
と、参加者から大きな歓声と拍手が上がりました。

№2

▲参加者から歓声が上がった鉧出しの瞬間

▲燃え上がる炎に砂鉄を投入

▲粘土をこねて炉の基礎を形成
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

経営戦略課シティプロモーション係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

伝統を受け継ぐ
　塩原の大山供養田植・5/31

　東城町塩原で、国の重要無形民俗文化財に指定され
ている「塩原の大山供養田植」が行われました。
　大山供養田植は、牛馬の安全と五穀豊穣、家内安全
を願って行われる大規模な祭りです。
　田植歌や太鼓に合わせて早

そ お と め

乙女が苗を植える所作を
披露する「田植踊り」、神仏両方の祈祷を行い、その
棚をくぐる「供養行事」、華やかに飾られた牛が田に
入り、足で泥をかく「しろかき」、早乙女が田の中に
入り、太鼓に合わせて苗を植える「太鼓田植」、棚の
上に祀

ま つ

っていた供養札を大
だ い せ ん し ゃ

仙社へ納める「お札納め」
の５つの行事で構成されています。
　現地公開は４年に１回行われており、前回は新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため無観客開催となっ
たことから、今回は８年ぶりの一般公開となりました。
　当日は、田植歌や太鼓の音が響く中、早乙女たちが
丁寧に苗を植え、来場者は初夏の里山に受け継がれ
る伝統芸能に見
入っていました。
　また、地域の
子どもたちも参
加し、地域に伝
わる歴史や文化
に親しむ機会と
なりました。

№3

もしもの時に備え火災訓練
　「危険物は身近にあります！」危険物安全週間に伴う火災想定訓練・6/7

　地域住民の自主防災力の向上とバイスタンダー（事故
や災害現場に居合わせた人）の対応能力強化を目的に、危
険物安全週間の一環として、避難訓練および危険物火災
想定訓練が開催されました。
　今回の訓練は、庄原消防署西城出張所、庄原市消防団西
城方面隊、地域住民合同で約60 人が参加しました。
　当日は、天ぷら油火災の実演、消火器を使用した初期消
火訓練やLive119 による救急教室などの体験コーナーと、
消防署、消防団による消火訓練などを行いました。
　訓練に参加した住民は「自宅に消火器があっても使い
方をよく知らなかったが、参加してみて、まずは落ち着いて
ピンを抜くことが大事だと分かった。参加して良かった」
と防火への意識を高めていました。

№4

▲放水体験コーナー▲地域住民による初期消火訓練

料理を通じて交流を深める 地域全体で災害に備える
　比和地域男性料理教室・6/2 　下高自治振興区防災訓練・5/31№8 №7

▲消防団から訓練の報告を聞く参加者▲完成した料理とともに記念撮影

　比和自治振興センターで、「比和地域男性料理教室」
が開催されました。
　比和地域では毎月第１火曜日に料理教室を開催してお
り、現在は８人の会員が楽しく調理に取り組んでいます。
　当日は、保健医療課の栄養士を講師に迎え、オムラ
イス、サラダ、オニオンスープ、いちごミルクプリン
作りに挑戦。役割分担をしながら、和気あいあいと調
理を進め、オムライスなどを手際よく完成させました。
また、いちごミルクプリンは想定より柔らかく仕上がっ
たものの、「それはそれでよし」と笑顔で振り返り、次
回への反省点としていました。
　参加者は「みんなと料理をしながら話ができて楽し
い」と語り、交流を深める楽しい時間となりました。

　下高自治振興区自主防災組織による防災訓練が下高
自治振興センターで開催され、地域住民や地元消防団
など 100 人余りが参加しました。
　大雨を想定した避難訓練では、設置した対策本部で
の情報収集や高齢者の避難支援、消防積載車による交
通誘導が行われたほか、会場では VR ゴーグルを使っ
た自然災害の疑似体験、庄原市・広島市の豪雨災害の
記録、さらには地域のハザードマップの展示などがあ
り、災害への備えを改めて確認できる一日となりまし
た。
　下高自治振興区の馬

ま ぶ ね

舩 博
ひろし

区長は「ここ数年大きな
災害はないが、今日の訓練を生かして、予期せぬ事態
に備えてもらいたい」と話しました。

地域で楽しむ交流会さとやまの景観を守る
　庄原市スポーツ協会東城支部グラウンドゴルフ大会・５/17　西城川河畔清掃・5/17 №5№6

▲清掃活動を終え、爽やかな笑顔を見せる参加者 ▲競技に汗を流す選手たち

▲太鼓を打ちながら田植歌を歌う「左
さ げ

下」

▲列を作って棚をくぐる牛 ▲田植歌と太鼓に合わせ、苗を植える早乙女たち

　雲一つない晴天の下、東城中央運動公園で「第 28
回庄原市スポーツ協会東城支部グラウンドゴルフ大
会」が開催され、80 人の選手が参加し、３コース 24
ホールで熱戦を繰り広げました。
　参加者たちは、日頃の練習の成果を発揮しながら、
和やかな雰囲気の中にも真剣な表情でプレーを楽しん
でおり、ホールインワンが決まるたびに拍手や歓声が
上がり、会場は大いに盛り上がりました。
　また、今大会の結果は、今後開催される庄原市スポー
ツフェスティバルの選考対象となる予定で、参加者か
らは「地区大会でも頑張りたい」と意気込みの声も聞
かれました。

　広島県のアダプト制度認定団体として活動している「西
城川を世界で一番きれいな田舎に」の会が主催し、鮎の
里公園周辺の西城川河畔で清掃ボランティア活動を実施
しました。
　当日は、市内外から 27 人が参加し、西城川の美しい
景観を守るため、河原の草刈りやごみ拾いを行いました。
　参加者たちは協力しながら作業を進め、清掃後は見通
しの良くなった河畔が広がり、参加者は、「見晴らしが良
くなり、訪れる人が気持ちよく過ごせる環境をつくるこ
とができた」と話しました。
　地域の自然環境の保全と美化への意識を高める、意義
ある活動となりました。
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走る楽しさ、挑戦する喜びを体感！
庄原市レベルアップスポーツ教室・陸上競技教室

身近な相談役として長年活動
中国四国管区行政評価局長表彰

生涯
学習課

地域
共創課

　

６
月
９
日
、
上
野
総
合
公
園

陸
上
競
技
場
で
、
庄
原
市
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
陸
上
競

技
教
室
を
開
催
し
、
小
学
生
51
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ポ
ラ
ー
ノ
グ
ル
ー
プ
庄
原
か
ら

陸
上
競
技
の
専
門
講
師
を
迎
え
、

速
く
走
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ム
や
ス

タ
ー
ト
の
こ
つ
な
ど
に
つ
い
て
指

導
を
受
け
、
参
加
者
は
実
技
を
交

え
な
が
ら
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
学
校
で
計
測
し

た
記
録
よ
り
速
く
な
っ
た
」「
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
大
会
で
が

ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
若わ

か
ば
や
し林
隆た

か
し志
さ
ん
が
、

行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
し
て
、
中
国
四
国
管
区

行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
民
間
有
識

者
で
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
住

民
か
ら
受
け
付
け
、
解
決
に
向
け
た

助
言
や
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
１
３
２
人
が
配
置
さ

れ
、
地
域
に
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

若
林
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら
13

年
余
り
に
わ
た
っ
て
行
政
相
談
委
員

を
務
め
、
比
和
地
区
で
定
期
的
に
相

談
所
を
開
設
。

　

行
政
手
続
き
や
暮
ら
し
に
関
す
る

困
り
ご
と
に
つ
い
て
丁
寧
に
耳
を
傾

け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
つ

な
ぐ
な
ど
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ

た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
住
民
と
行
政
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

相
談
所
の
日
程
は
、
広
報
し
ょ
う

ば
ら
の
「
相
談
」
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ８月18日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

高野 ８月18日㈫13時～15時 高野支所
比和 ８月４日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ８月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ８月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

西城 ８月20日㈭13時30分～15時30分 西城自治振興センター 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ８月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ７月24日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ８月18日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ８月４日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ８月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談 西城 ７月31日㈮13時～16時 西城自治振興センター 広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係

生活安全相談員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係内
庄原市消費生活センター

消費生活相談員ほか

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県 民 相 談 室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員
（電話・来所） 北部地域県民相談室

☎0824-62-5522
② ８月13日㈭13時～14時30分

（30分×３枠）
弁護士
※①の相談後、予約可

認知症カフェ

庄原 「これから」
８月11日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
８月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
７月28日㈫14時～15時 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野 「ほっとカフェ」
８月21日㈮10時～12時 下高自治振興センター 高野支所市民生活係

☎0824-86-2115

比和 「あしたのカフェ」
８月18日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ８月10日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

口和 ７月21日㈫・22日㈬
９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 身体・知的障害者相談員 口和支所市民生活係

☎0824-87-2112

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ８月13日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 ８月４日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

表彰を受けた若林さん

▲令和８年度の
行政相談日一覧

▲行政相談について
（総務省ＨＰ）

力強くスタートダッシュ！笑顔で記念撮影

講師のアドバイスを受け、走り方のこつを学ぶ参加者

あなたの相談をお受けします
悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談を
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広告

妊娠・出産・子育てについて妊娠・出産・子育てについて ●子育て応援課子育てサポート係　☎0824-73-0051
各種相談など とき ところ 備考

妊 娠 ・ 出 産
子 育 て の 相 談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て応援課
子育てサポート係

ほのぼのネット　☎0824-73-0051

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談員が対応
（家庭児童相談専用ダイヤル　☎0824-73-1243）

母子健康手帳交付

７月23日㈭９時～17時
※事前予約が必要。別日を希望される場合は、
　お問い合わせください。
※持ってくるもの
　▪出産予定日と受診した病院名が分かるもの
　▪マイナンバーカード
　▪振込先口座が分かるもの（妊婦本人の通帳、
　　キャッシュカードなど）

８月６日㈭９時～12時 東城支所

育 児 相 談 ８月４日㈫10時～11時40分 庄原保健福祉センター
※事前予約が必要。支所での相談を希望する場合
　はお問い合わせください。
※持ってくるもの：母子健康手帳

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

７月29日㈬
10時～12時 庄原子育て支援センター 「親子で動ける体を作ろう！子どもとの

遊び方・接し方・ベビーマッサージ」
７月27日㈪17時までに
事前申し込みが必要。
☎0824-73-0051

８月２日㈰
13時30分～15時 庄原保健福祉センター 「パパ講座　子どもの成長をサポートする

効果的なかかわり方」
７月30日㈭17時までに
事前申し込みが必要。
☎0824-73-0051

第
61
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

　

市
内
13
校
の
小
学
５･

６
年
生

が
参
加
し
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
自
由
形
、
リ
レ
ー
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
、
自
己
最
高

記
録
・
チ
ー
ム
最
高
記
録
に
挑
戦

し
ま
す
。

　

本
年
で
61
回
目
と
な
る
歴
史
あ

る
大
会
で
す
。
一
生
懸
命
に
競
技

す
る
選
手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

と
き　
７
月
28
日
㈫　

９
時
か
ら

と
こ
ろ　
西
城
温
水
プ
ー
ル
水
夢

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

令
和
８
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会

　

令
和
８
年
度
庄
原
市
二
十
歳
を

祝
う
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き

８
月
15
日
㈯

10
時
か
ら（
受
付
は
９
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

対
象
者

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、市
内
在
住
ま
た
は
市
内
出
身

（
市
外
在
住
）の
人

催　
　

し

空
き
家
問
題
の
解
決
例　
　

～
相
続
登
記
義
務
化
と　
　

空
き
家
を
放
置
し
た
と
き
の

リ
ス
ク
を
考
え
よ
う
～　

　

空
き
家
を
放
置
す
る
と
ど
う
な

る
の
か
、
相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
で
何
が
変
わ
っ

た
の
か
、
空
き
家
の
相
続
な
ど
の

問
題
や
、
空
き
家
放
置
の
リ
ス
ク

と
解
決
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
な

案
件
や
事
例
を
交
え
て
ご
紹
介
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

使
っ
て
い
な
い
空
き
家
を
お
持

ち
の
人
、
空
き
家
を
ど
う
に
か
し

た
い
が
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
人
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

と
き

８
月
12
日
㈬　

15
時
～
16
時

　
　
　
　
（
開
場
：
14
時
30
分
）

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

司
法
書
士　

飯
田　

一
生
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人
あ
き
や
ね
っ
と

庄
原
代
表
理
事
）

問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課
関
係
人
口
創
出
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

令和８年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

　

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

２等陸海空士
（任期制自衛官）

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の人は、採用予定月の末日
　現在、33 歳に達していないこと

年間を通じて
受け付け 受付時にお知らせします

航空学生
（海上・航空）

18 歳以上 24 歳未満
※高卒または高専３年次修了者
　（いずれも見込み含む）

８月 28 日㈮
まで

１次：９月 19 日㈯・26 日㈯　※２
２次：10 月 15 日㈭～ 22 日㈭　※２
３次：

【海上】11月20日㈮～ 12 月16日㈬　※２
【航空】11月14 日㈯～ 12 月17 日㈭　※２

　　　　　　

防衛大学校学生
（一般）

18 歳以上 21 歳未満
（自衛官は 23 歳未満）
※高卒または高専３年次修了者
　（いずれも見込み含む）

10 月 15 日㈭
まで

１次：10 月 31 日㈯
２次：11 月 27 日㈮～ 12 月２日㈬　※２

防衛医科大学校
医学科学生 18 歳以上 21 歳未満

※高卒または高専３年次修了者
　（いずれも見込み含む）

10 月８日㈭
まで

１次：10 月 24 日㈯
２次：12 月 16 日㈬～18日㈮　※２

防衛医科大学校
看護学科学生

10 月２日㈮
まで

１次：10 月 17 日㈯
２次：12 月５日㈯～６日㈰　※２

第２回

一般曹候補生

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の人は、採用予定月の末日
　現在、33 歳に達していないこと

９月１日㈫
まで

１次（Web 試験）：９月 16 日㈬～
　　　　　　　　　　　19 日㈯　※２
２次： 10 月 18 日㈰ ～ 22 日㈭　※２

第２回

医科・歯科幹部　※１
医師・歯科医師の免許を有すること 10 月 22 日㈭

まで 11 月 13 日㈮

※１　採用計画数確保の見込みがある場合は実施しません。　
※２　いずれか１日を指定。

試験日程などは変更となる場合があります。

詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所に
お問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350
自 衛 隊 広 島 　
地方協力本部
ホームページ

申
し
込
み

　

対
象
者
に
は
７
月
中
旬
頃
か
ら

順
次
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
に

は
案
内
状
が
送
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

教
育
室
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
案
内
状
を
送
付
で
き
な
い
人
】

▪
現
在
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る

　

が
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て

　

い
な
い
人

▪
本
市
の
出
身
で
、
本
市
以
外
に

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

▪
７
月
１
日
以
降
に
、
本
市
に
転

　

入
（
住
民
登
録
）
し
た
人

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ま
た
は
各
支
所
教
育
室

メ
ー
ル
送
信
先

syogaigakusyu

＠city.shobara.
lg.jp同

日
開
催

　

二
十
歳
を
祝
う
会
終
了
後
、
庄

原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン

ト
（
同
窓
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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候
補
者
は
他
薦
に
よ
る
公
募
と

し
、
推
薦
人
が
個
人
の
場
合
、
２

人
以
上
の
賛
同
者
が
必
要
で
す
。

【
推
薦
人
お
よ
び
賛
同
者
の
要
件
】

▪
候
補
者
の
親
族
で
な
い
こ
と
。

▪
候
補
者
と
同
一
の
団
体
（
住
民

　

自
治
組
織
を
除
く
）
に
属
し
て

　

い
な
い
こ
と
。

そ
の
他

　

審
査
会
を
経
て
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
す
。副
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

地
域
共
創
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　

消
防
吏
員

　

令
和
８
年
度
備
北
地
区
消
防
組

合
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
採
用
年
齢
を
30
歳
未
満
ま
で
引

き
上
げ
ま
し
た
。

募
集
人
員　
数
人

受
験
資
格

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
・
試
験
場
所

▼
第
１
次
試
験

と
き　
９
月
20
日
㈰

と
こ
ろ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

会
議
室

試
験
内
容

▼
第
１
次
試
験　

教
養
・
消
防
適
性
検
査
、
作
文
、

ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
候
補
者

　

市
は
、
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
実
践
し
継
続
し
て
い
る
人
に

敬
意
を
表
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
感

謝
状
」
を
贈
呈
し
て
お
り
、
候
補

者
の
推
薦
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

対
象
者

　

令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
、

お
お
む
ね
５
年
以
上
継
続
し
活
動

さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
・
事
業

者
な
ど
。

　

な
お
、
同
一
の
内
容
で
既
に
他

の
表
彰
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
す
る
活
動

　

市
民
が
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
活
動

お
よ
び
事
業
（
例
：
清
掃
や
交
通

安
全
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
で
、
定
例
行
事
や
住
民
自
治

組
織
な
ど
の
業
務
に
よ
ら
ず
自
発

的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

応
募
方
法

　

８
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
所
定
の

推
薦
書
を
直
接
持
ち
込
む
か
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
書
・
実

施
要
綱
は
、
地
域
共
創
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室
総
務
係
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募　
　

集

体
力
測
定

▼
第
２
次
試
験　

個
人
面
接　
　

申
込
受
付
期
間

７
月
31
日
㈮
～
８
月
21
日
㈮

そ
の
他

　

募
集
要
項
は
、
各
消
防
署
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
消
防
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人

を
対
象
に
「
就
職
説
明
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を
支
援

し
ま
す

　

重
度
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件

全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居

し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

【
高
齢
者
の
要
件
】

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

　

生
活
し
て
い
る

そ
の
他

▼
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

　

受
け
て
い
る　
　
　
　
　
　
　

支
給
額

高
齢
者
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円

※
１
カ
月
の
う
ち
、
入
院
・
入
所

な
ど
の
期
間
を
除
い
た
在
宅
日
数

が
20
日
以
上
の
と
き
、
１
カ
月
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※
支
給
は
基
準
日
前
６
カ
月
を
基

礎
と
し
ま
す
。

基
準
日

▼
８
月
１
日

（
２
月
１
日
～
７
月
31
日
）

▼
２
月
１
日

（
８
月
１
日
～
１
月
31
日
）

申
請
の
時
期

各
基
準
日
の
20
日
後
ま
で

②
特
別
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
書
の

提
出
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居
し
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

【
高
齢
者
の
要
件
】

▼
①
の
介
護
慰
労
金
の
要
件
に
該

　

当
し
て
い
る

▼
原
則
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー

　

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

支
給
額

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円

申
請
の
時
期

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ

た
期
間
が
１
年
間
に
達
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
申
請

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
②
と
も
、
申
請
書
に
介
護
支

援
専
門
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

「
海
の
事
件・事
故
は
１
１
８
番
」

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
遊
泳
を
は

じ
め
、
魚
釣
り
や
船
に
乗
る
時
も

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

遊
泳

▪
同
行
者
か
ら
目
を
離
さ
な
い

▪
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

▪
遊
泳
区
域
以
外
で
は
泳
が
な
い

▪
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
海
に

　

入
ら
な
い

釣
り

▪
家
族
や
友
人
に
行
き
先
と
帰
宅

　

時
間
を
伝
え
て
お
く

▪
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

▪
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
持
っ

　

て
行
き
、
連
絡
手
段
を
常
に
確

　

保
す
る

▪
立
入
禁
止
区
域
や
消
波
ブ
ロ
ッ

　

ク
に
は
立
ち
入
ら
な
い

小
型
船
舶

▪
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、

　

規
則
を
守
る

▪
常
時
適
切
な
見
張
り

▪
出
航
前
に
「
機
関
の
点
検
」「
残

　

燃
料
の
確
認
」「
船
体
の
確
認
」

▪
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
持
っ

　

て
い
き
、
連
絡
手
段
を
常
に
確

　

保
す
る

　

天
候
や
海
が
少
し
で
も
荒
れ
て

い
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に
取
り
や

め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部

尾
道
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
８
４
８
‐
22
‐
２
１
０
９

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
８
５
５
‐
27
‐
０
７
７
２

日
商
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座

　

就
職
の
た
め
に
必
要
な
資
格
を

取
得
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を

対
象
と
し
た
、
日
商
簿
記
３
級
試

験
対
策
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

※
事
前
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要

で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
事
前

説
明
会
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

事
前
説
明
会

７
月
19
日
㈰　

11
時
～
11
時
30
分

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
）

対
策
講
座

８
月
２
日
㈰
～
11
月
８
日
㈰
の
日

曜
日
（
全
14
回
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
18
歳
以
上
20
歳

未
満
の
子
、
寡
婦
、
離
婚
前
の
困

難
を
抱
え
る
母
ま
た
は
父
（
離
婚

調
停
中
な
ど
）

受
講
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

定
員　
10
人

申
込
期
限　
７
月
15
日
㈬

申
込
方
法

　

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
２
３
７
７

広告広告

テ
レ
ビ
共
同
受
診
施
設
の　

運
営
支
援
制
度

　

テ
レ
ビ
共
同
受
診
施
設
組
合
の

運
営
に
つ
い
て
、
総
務
省
の
相
談

支
援
窓
口
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

施
設
の
設
備
更
新
や
組
合
の
今

後
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
お
悩
み

が
あ
れ
ば
、
次
の
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

☎
03
‐
６
２
５
７
‐
０
５
７
６

　
　
　
　
（
平
日　

９
時
～
17
時
）

相
談
支
援
窓
口

ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら

か
ら

メ
ー
ル
送
信
先

jp_cons
_kyocho_support@

pw
c.com

　

ま
た
、
市
に
お
い
て
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
経
営
改
革
課
Ｄ
Ｘ
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
２
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国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

７月18日㈯～８月30日㈰まで開催！
※期間中休園日なし

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
７月31日㈮７月31日㈮

■固定資産税２期
■国民健康保険税（普徴）１期
■介護保険料（普徴）２期
■後期高齢者医療保険料１期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

税務収納課収納係☎ 0824-73-1511

国
民
健
康
保
険　
　
　
　
　

「
資
格
確
認
書
」「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
の
更
新

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

の
「
資
格
確
認
書
」
お
よ
び
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
㈮
で
す
。

　

８
月
１
日
㈯
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
「
資
格
確
認
書
」
と
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
７
月
下

旬
頃
に
お
届
け
し
ま
す
。

「
資
格
確
認
書
」
に
つ
い
て

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用
登

録
を
し
て
い
な
い
人
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
が
失
効
し
て
い
る
人
に

交
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
カ
ー
ド
サ
イ

ズ
で
、
世
帯
主
宛
て
に
ま
と
め
て

郵
送
し
ま
す
。
世
帯
に
５
人
以
上

の
被
保
険
者
が
い
る
場
合
は
、
封

筒
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
に
つ

い
て

　

Ａ
４
用
紙
サ
イ
ズ
で
、
世
帯
主

宛
て
に
被
保
険
者
ご
と
に
１
通
ず

つ
郵
送
し
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
人
は「
負
担
割
合
」

と
「
有
効
期
限
」
を
記
載
し
、
毎

年
更
新
し
ま
す
。

※
70
歳
未
満
の
人
は「
有
効
期
限
」

の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
毎

年
の
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
を
受
診
す
る
際
は
、「
資
格
確

認
書
」
ま
た
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、新
し
い
「
資
格
確
認
書
」

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
が
届

い
た
人
で
、
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。
市
民
保
険
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
室
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
保
険
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

　
　バ

ス
＆
レ
ー
ル
コ
ン
ビ
パ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い　

　

広
島
か
ら
庄
原
区
間
の
備
北
交

通
高
速
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
の
乗
車
券
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
バ
ス
＆
レ
ー

ル
コ
ン
ビ
パ
ス
」
に
デ
ジ
タ
ル
チ

ケ
ッ
ト
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
購
入
・
管

理
で
き
、
も
っ
と
便
利
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

発
売
開
始

７
月
４
日
㈯
～

　

詳
し
く
は
、
備
北
交

通
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！世

界
大
会

ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　
　

世
界
選
手
権
大
会　

（
３
月
28
日
／
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
）

Ｈ
Ⅰ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
部
門

第
１
位
＆
特
別
賞

（
全
部
門
総
合
順
位　
第
１
位
）

新し
ん
も
と本　

聖き
よ
ら來（
創
志
学
園
高
２
年
）

第
79
回
広
島
県
高
等
学
校　

総
合
体
育
大
会（
陸
上
競
技
）

（
５
月
29
・
30
・
31
日
／
広
島
市

安
佐
南
区
）

男
子
３
千
メ
ー
ト
ル
障
害

第
８
位

藤ふ
じ
お
か岡　
一い
っ
し
ん心（
西
城
農
業
高
３
年
）

男
子
走
高
跳

第
２
位

黒く
ろ
な
が永　

拓た
く
み海（
沼
田
高
３
年
）

女
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

第
３
位

松ま
つ
お尾　

怜れ

い

さ
衣
紗（
広
島
皆
実
高
２
年
）

第
６
位

児こ
だ
ま玉　

結ゆ
い
か香（
沼
田
高
２
年
）

県
大
会

第
14
回
新
県
美
展　
　
　
　

（
第
78
回
広
島
県
美
術
展
）

庄
原
市
入
賞
作
品

奨
励
賞

書　
（
仮
名
）

谷た
に
ぐ
ち口　

直な
お
み美（
比
和
町
）

庄
原
市
入
選
作
品

絵
画　
（
油
彩
画
）

瀧た
き
ぐ
ち口　

美み

き

こ
樹
子（
東
城
町
）

絵
画　
（
そ
の
他
）

三み
う
ら浦　
　

満
み
つ
る（
川
手
町
）

絵
画　
（
そ
の
他
）

難な
ん
ば波　

ふ
く
枝え
（
東
城
町
）

書　
（
仮
名
）

森も
り
と
う藤　

礼あ
や
こ子（
戸
郷
町
）

書　
（
仮
名
）

正ま
さ
む
ね宗　

直な
お
こ子（
川
北
町
）

書　
（
仮
名
）

黒く
ろ
だ田　

勝か
つ
み美（
東
本
町
）

そ
の
他

備北夏まつり備北夏まつり

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

７
月
20
日
（
月
・
祝
）

時
間

①
11
時　

②
13
時

③
15
時　
（
約
60
分
）

と
こ
ろ　
い
こ
い
の
森　

休
憩
所

料
金　
２
５
０
０
円
／
組

（
観
覧
無
料
）

※
飼
育
セ
ッ
ト
付
き
（
対
象
昆
虫

１
ペ
ア
、
虫
か
ご
１
個
な
ど
）

定
員　
20
組
／
回

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー

　　
カ
ヌ
ー
の
漕
ぎ
方
な
ど
を
学

び
、
実
際
に
国
兼
池
で
カ
ヌ
ー
に

乗
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

開
催
日　

７
月
18
日
㈯
～
８
月
16
日
㈰
ま
で

の
土
日
祝
、
８
月
14
日
㈮
※
８
月

11
日
（
火
・
祝
）
は
除
く

時
間

①
10
時
30
分　

②
11
時
30
分

③
13
時
30
分　

④
14
時
30
分

⑤
15
時
30
分

と
こ
ろ
　　
国
兼
池

※
受
け
付
け
は
大
芝
生
広
場　

湖
畔
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
横

夏
の
花
暦

夏
の
花
暦

▼
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス

開
花
時
期

７
月
下
旬
～
９
月
下
旬

と
こ
ろ

第
２
駐
車
場
付
近

▼
ヒ
マ
ワ
リ

開
花
時
期　
８
月
中
旬

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

ヒ
マ
ワ
リ
切
り
花
体
験

ヒ
マ
ワ
リ
切
り
花
体
験

　

ヒ
マ
ワ
リ
を
切
り
花
に
し
て
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

８
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

13
時
〜
15
時

※
開
花
状
況
に
よ
り
開
催
日
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

定
員

２
０
０
人
／
日（
１
人
５
本
ま
で
）

カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
育
て
方
講
座

の
育
て
方
講
座

　

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
育
て
方
や
生
態
に
つ
い
て
学
べ

る
講
座
で
す
。

と
き　

カ
ブ
ト
ム
シ

７
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

料
金

２
千
円
／
艇
（
２
、３
人
乗
り
）

定
員
　　
３
艇
／
回

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　

専
用
の
道
具
を
使
っ
て
木
に
登

り
、
自
然
と
の
一
体
感
を
味
わ
え

ま
す
。

開
催
日　
７
月
19
日
㈰

時
間　
①
11
時　

②
14
時　

　
　
　

③
16
時

と
こ
ろ　
備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

管
理
セ
ン
タ
ー
前

料
金　
大
人　

３
千
円
／
人

子
ど
も　

２
５
０
０
円
／
人

親
子
ペ
ア
（
大
人
１
人
・
子
ど
も

１
人
）
５
千
円
／
ペ
ア

定
員　
13
人
／
回

※
対
象
年
齢　

小
学
生
以
上

※
記
載
の
内
容
は
６
月
現
在
の
も

の
で
す
。
天
候
な
ど
の
理
由
に
よ

り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広告
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

７・８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室　（生藍）
　とき　７月27日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　７月18日㈯～19日㈰　９時～15時
〇映画「箱の中の羊」シーン写真パネル展
　とき　７月17日㈮～８月16日㈰

☎ 0824-75-4411

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶五

ご と う ち え

嶋千絵絵画展
とき　８月８日㈯～10日㈪　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

　高
た か

町・宮
み や う ち

内町にある「佐
さ た だ に

田谷・佐
さ た だ お ふ ん ぼ ぐ ん

田峠墳墓群」は、弥生時
代中期から後期にかけて造られた墳墓群（同じ地域にまと
まって存在する複数の古いお墓の集まりのこと）です。昭
和 61 年の国道 183 号線バイパス工事をきっかけに発見され、
現在までに８基の墳丘墓が確認されています。
　これまで発見された８基の墳丘墓には、四隅が張り出した

「四
よ す み と っ し ゅ つ が た ふ ん き ゅ う ぼ

隅突出型墳丘墓」や、長方形の「方
ほ う け い だ い じ ょ う ぼ

形台状墓」、周囲に溝
を巡らせた「方

ほ う け い し ゅ う こ う ぼ

形周溝墓」など、さまざまな形があります。
これらは、弥生時代における墳丘築造と埋葬関係、墳丘施設
の配置、墳丘祭

さ い し

祀の変遷を知ることができる貴重な遺跡とし
て、令和３年に国史跡に指定されました。
　これらの墳丘墓の形態や築造方法はどのように変化したの
でしょうか。今回は佐田谷・佐田峠墳墓群の墳丘に焦点を当
てて紹介します。
　弥生時代中期には、多様な形の墳丘墓が造られていました
が、後期になると「方形台状墓」が主流になります。また、
墓の造り方も、埋葬のたびに盛土を重ねる方法から、先に墳
丘を完成させてから埋葬する方法へと変化しました。後期の
墳丘墓は中期と比べ、巨大化する傾向がみられます。これは
埋葬施設の巨大化に比例したものであり、巨大な埋葬施設は
被葬者の地位が高く影響力を持つようになったためと考えら
れます。
　こうした変化は、出土した土器にも見られます。
　中期までは、備後北部地域の塩

し お ま ち

町式土器が中心でしたが、
後期には吉

き び

備地域の特徴を持つ土器が出土するようになりま
す。これらの土器は、弥生時代後期初めには広島県北部地域
と岡山県北部地域の間で、すでに交流があったことを示す大
変重要な資料であり、当時から地域を越えた交流が行われて
いたことが分かります。
　佐田谷・佐田峠墳墓群は、墳丘墓の変化を通して、弥生時
代の社会や人々のつながりを知ることができる重要な遺跡で
す。当館では、出土遺物や調査成果を展示していますので、
ぜひご覧ください。
　なお、本年は国史跡指定から５周年を迎え、講演会の開催も
予定しています。詳細は改めて広報紙などでお知らせします。

史跡　佐田谷・佐田峠墳墓群から
みる墓づくりの変化

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

人の動き （庄原市の人口） 

令和８年５月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，００２人（前年比－７２５人）　
男　　１４，３７０人（前年比－３５９人）　
女　　１５，６３２人（前年比－３６６人）
世帯数　１４，５２３世帯（前年比－１５２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６３５人（前年比 +５９人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，１０５人（７，７７４世帯）
○西城地域　　２，６８８人（１，２６２世帯）
○東城地域　　６，２１１人（３，１５０世帯）
○口和地域　　１，６０２人　　（７２３世帯）
○高野地域　　１，３６７人　　（６０４世帯）
○比和地域　　１，０１１人　　（４９５世帯）
○総領地域　　１，０１８人　　（５１５世帯）

学校給食について知ろう
♢役割
　学校給食は安心安全でおいしい食事を提供することはもち
ろんのこと、学習教材の役割があります。肥満、朝食欠食と
いった子どもの食生活を改善するために、学校給食を通して、
食に対する正しい知識と望ましい食習慣を身に着けることが
できるように食育に取り組んでいます。

♢献立の決め方
　献立は、管理栄養士の資格を持つ栄養教諭や栄養職員に
よって「学校給食摂取基準」に基づき考えられています。
　季節感のある献立になるよう旬の食材を使用し、素材の味
を生かしたおいしい給食づくりを心掛けています。
　また、食材は地場産物を積極的に取り入れており、お米は
すべて市内産を使用しています。

▲献立：もずく丼、牛乳、チーズサラダ、あじさいゼリー
　ナトリウム（食塩相当量）：小学生 1.6g　中学生 1.9g

♢味付け
　学校給食で使われるナトリウム（食塩相当量）は、１日の
目標量の３分の１未満（1.5 ～ 2.5 グラム）を基準としてい
ます。給食では、「だし」を取って食材のうまみを引き出す
ことにより、ナトリウムを抑える工夫も行っています。

広報日記
▶気付けば日差しもすっかり夏らしくなってきまし
た。これからさらに暑くなりますので、皆さんも熱中
症には十分気を付けてお過ごしください。
水分補給を忘れず、庄原の夏を楽しみましょう！
▶これから夏祭りや地域イベントが各地で開催され
る季節になりました。中でも「庄原よいとこ祭」は、市
内でも大きな盛り上がりを見せる恒例行事です。
本年は実行委員として携わることになりましたので、
皆さんに楽しんでいただけるよう頑張ります。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
８月18日㈫ 庄原赤十字病院 11時30分～15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　 　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）
●東城地域
７月20日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

26日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
８月２日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

９日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

11 日（火）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
13 日（木）次のいずれかにご連絡ください。

庄原赤十字病院（☎0824-72-3111）
西城市民病院　（☎0824-82-2611）

14 日（金）
15 日（土）
16 日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

とき　　７月 27 日㈪ 14 時から
ところ　上高自治振興センター
とき　　７月 27 日㈪ 18 時から
ところ　庄原自治振興センター　多目的ホール

出演者　アンサンブル「トリオ」
　　　　フルート・・・・白

しらいし
石　世

せ つ こ
津子

　　　　トランペット・・白
しらいし

石　実
みのる

　　　　ピアノ・・・・・脇
わ き や

舎　武
たけひこ

彦　　　
演奏曲目　
ノクターン変ホ長調 OP9-2　ショパン作曲
トランペットボランタリー　クラーク作曲、他
▶白石　世津子
　広島出身。武蔵野音楽大学卒業。卒業演奏会に出
演し卒業後に関東でソロ活動を行う。
▶白石　実
　福岡出身。東京都交響楽団首席奏者として活躍後
広島に移住。現在は、広島文化学園大学音楽学科教
授として活躍中。
▶脇舎　武彦
　広島出身。３歳からピアノを始める。高校在学中、
第８回福山音楽祭「明日をきく音楽会」オーディショ
ンに合格。現在は、地元で後進の指導にあたりつつ
アンサンブル、コンサートなどで活躍中。

庄
原

高
野

ナトリウム
（ｇ）

基準値
児童（6 ～ 7 歳）

の場合
児童（8 ～ 11歳）

の場合
生徒（12～14歳）

の場合

1.5 未満 2 未満 2.5未満

休日診療のご案内

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　８月９日 （日） ９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

▲佐田谷３号墳 ▲注
ちゅうこうつき

口付脚
きゃくだいつき

台付鉢
は ち が た ど き

型土器
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庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
農
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
庄
原
え
～
農
体
験
」

を
５
月
24
日
に
比
和
町
の
「
白
根
り

ん
ご
農
園
」、
６
月
14
日
に
口
和
町
の

「
ふ
く
ふ
く
牧
場
」
で
開
催
し
、
県
内

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
13
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

白
根
り
ん
ご
農
園
で
は
、
リ
ン
ゴ

の
摘
果
作
業
を
体
験
。
参
加
者
は
、

園
主
の
白し

ら
ね根
浩こ

う
じ治
さ
ん
か
ら
、
実
を

間
引
く
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
見
分
け
方

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
一
つ
一
つ
の

枝
先
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
丁
寧
に

作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

初
め
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
だ
っ
た

参
加
者
も
、
次
第
に
こ
つ
を
つ
か
み
、

真
剣
な
表
情
で
黙
々
と
摘
果
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ふ
く
ふ
く
牧
場
で
は
、
放
牧
さ
れ

た
牛
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
ま
き
割

り
や
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ズ
を
試
食
し
た
後
、
他
県
か

ら
の
移
住
者
で
あ
る
牧
場
主
の
福ふ

く
も
と元

さ
ん
夫
婦
に
、
移
住
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

自
然
放
牧
へ
の
思
い
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
自
然
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」

と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後

も
、
本
市
に
関
心
を
持
つ
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
、
交
流
を
深
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　

５
月
10
日
、東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

で
、
東
城
☆
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
本
大
好
き
の
会
の
読

み
聞
か
せ
や
、
山
の
子
会
に
よ
る
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
大
人
子
ど
も
問
わ
ず

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
し
お
り
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
初
め
て
参
加
し
た

イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
図
書
館
東
城
分
館
の
職
員

は
「
来
年
は
さ
ら
に
多
く
の
人
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

農体験を通じて庄原を知る
庄原え～農体験

本に親しむ楽しいひととき
東城☆図書館まつり

パネルシアターに聞き入る参加者

庄原の自然の中で交流を深めた参加者の皆さん のびのび育つ牛との触れ合い体験

◀庄原ファンクラブ
　ホームページ
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